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　組手什のお買い上げを、ありがとうございました。

　この組手什は、都市の家庭やオフィスと、水源の森と村をつなぐ架け橋です。

都市の暮らしの中で木の感触や香りを楽しみながら、のこぎりを使った簡単な日曜大工で家庭や

オフィスに潤い青与えます。また、支払われた代金の一部が直接森づくりに支援され、地域通貨に

より山村経済を活性化させるというようにさまざまな効果があります。

さあ、何よりもまず、図のように楽しみながら組み立てて下さい。

（名古屋駅から徒歩15分、国際センタービルより一筋東側、組手什による木装化を見て下さい。）



クデと読みます。「組手」と書いて「クデ」と読ませるのは、木工に携

わってきた職人ことばのようです。双方に切り欠きを施し、互いをか

みあわせることで、木材の本性特性である粘り強さを活かし、欠点

とされる『反り・捻じれ・曲がり』を補正することにあります。

　木の駅

規格に捕らわれずに気楽に林地残材や間伐材を出荷できるとい

う、農産物でやっている「道の駅」の間伐材版。１トン３０００円の

相場では出荷できないため、トン辺り２～３０００円を上乗せして、

地域でしか使えない地域通貨で支払うことで、合わせて山村の活

性化を図ります。森も村もどちらも元気になるシステムです。１

セットから500円が木の駅に支援されます。

　 什 ：

ジュウと読みます。今日では使われなくなってしまいましたが、什

器とは日常生活で用いられる身の回りの道具のことで、家具ば

かりではなく、食器なども指していたようです。

会津藩における藩士に、子弟を教育する組織名にも、『什』が用

いられていたそうです。『人』と『十』という二画文字を組み合わせ

た漢字のつくりに、『人々が交わり、長所を活かし、短所を補う』、

という意が込められていたのでしょう。
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